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(微小血管の内皮下弾性線維構造と血管のタイプと
サイズ別におけるその変化)

論 文 審 査 委 員 教授 大内 敵代 教授 伊藤 浩 教授 柳井 広之

学 位 論 文 内 容 の 要 旨

弾性線維は血管壁に豊富に存在 し､血管壁に弾性を与え循舞動態に影響を及ぼすOま

た逆に循環動態に応 じて弾性線維構造はリモデリングすると言われている｡その弾性線

維構造を観察するために弾性線維以外の組織を消化 し走査型電子顕微鏡で観察する方

鋲が以前から行われてきた｡これは弾性線維主成分のエラスチン蛋白が他のタンパク質

に比べ熱 ･酸 .アルカリなどに安定である性質を利用 しているOそのためこの消化法で

は､弾性線維が豊富で丈夫な大動脈 (弾性動脈)のみが観察可能であったdそれは末梢

血管の弾性線維は少ない為､消化中に破損するからであるOそのため小さな組織や弾性

線維が少ない組織では観察は成功しておらず詳細は不明であった｡また他の組織学的手

段､例えば透過型電子顕微鏡などを用いても弾性線維構造体である弾性板は固く密な構

造であるため十分に観察できなかった｡今回我々は消化法に血管鋳型法を組み合わせて

味な弾性線維構造まで詳細に観察する方法を開発 した.血管壁内皮下弾性線維は血流方

向に長軸を持つ網 目構造であることが示されたOまたあらゆるレベルの血管壁弾性線維

構造を観察することで､線維の密度は血圧 と血管径に関係することが示唆された0

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

小血管の弾性線維構造の走査型電子顕微鏡による観察を可能にしたものである｡この新規

な方法の開発により､血管壁内皮下弾性線維は血流方向に長軸をもつ網目一蜂巣構造をな
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